
 

石垣市は、石垣島と尖閣諸島で構成され、ハワイな
どとほぼ同緯度に位置し、台湾まで約 277km の距
離にある。

石垣島から最も近い竹富島へは定期船で約 10 分
の距離、一日約 20 便が往来している。石西礁湖内
を毎日多くのフェリーが通行している。

年平均気温は 24.3 度、気温差の小さい亜熱帯性海
洋気候である。年間降水量は 2,000mm を超え、昨
年は台風により石西礁湖も多大な影響を受けた。

石垣市の人口は約 4 万 9 千人。大学や専門学校が
無いため、高校卒業後は通学等で島外に流出する
ことが多い。

このため、20 代前半の人口が少ないが、U ターン
や I ターン等もあり、全体的には人口増の傾向に
ある。



 

  

 

 

  

 

 

  

  

漁業経営は厳しく、資源の減少や漁業者不足によ
り、平成 26 年の組合員は昭和 59 年の半分以下と
なっている。 

水揚量の推移は上記のとおりである。 
 

マグロ類やハタ類の魚類の水揚げが減少し、モズ
クやヤイトハタなどを対象とした養殖関係の生産
量が増えている。 

モズク養殖は、県内ではうるま市、南城市、恩納村
の順に生産量が多い。 

恵まれた環境の石西礁湖内にはモズク養殖に適し
た漁場がまだあるため、今後も生産量が伸びるこ
とを期待している。 

石垣市では延縄や浮き魚礁による生鮮マグロ類の
漁獲量が最も多く、礁湖内では一本釣りや潜水漁
業によりブダイやハタ類等が漁獲されている。 



 

  

 

 

  

 

 

  

  

八重山漁協では、資源管理の観点から、2001 年か
ら上図の禁漁区を設定している。 
 

禁漁区を伝える啓発ポスターである。組合員だけ
でなく、遊漁者にも産卵期の禁漁を PR している。

地域の現状と課題は上記のとおりである。
 
 

上記のとおり、サンゴ礁は様々な恵みを提供して
いるが、環境悪化等により危機的状況にあり、サン
ゴ礁の維持や保護を目的に活動組織を設立した。 

活動組織は、漁業者と漁協職員、サンゴ礁保全に長
年携わってきた有識者で構成されている。 
 

上に示す海域において、オニヒトデ除去を中心に
活動、スポットチェック法により、オニヒトデの観
察、サンゴの被度をモニタリングしている。 



 

  

 

 

  

 

 

  

  

活動の目標と計画は上記のとおりである。
 
 

長期的にみると、オニヒトデの除去数は、大発生し
た 1980 年頃に最も多く、30 年後の 2010 年頃に
おいても増加している。 

近年の除去数を見ると、圧倒的に石垣島周辺が多
く、全体の約 70％を占める。原因として、赤土や
栄養塩等の流入による影響が考えられている。

 

ボンベと手鍵棒によるオニヒトデ除去の様子であ
る。 
 

除去したオニヒトデの計測の様子である。その後
は焼却処分または堆肥センターへの搬入が行なわ
れる。



 

  

 

 

  

 

 

  

  

活動場所の一つ、西表島と小浜島の間のヨナラ水
道である。以下、当地区の状況について報告する。
 

ヨナラ水道におけるモニタリング範囲と調査ライ
ンである。 

ヨナラ水道東側の事前・事後におけるオニヒトデ
のモニタリング結果（観察数）である。前後で減少
したことがわかる。 

同じくヨナラ水道西側のオニヒトデの観察数であ
る。前後で大きな変化がみられない。 

ヨナラ水道東側の事前・事後におけるサンゴの被
度のモニタリング結果である。前後で大きな変化
がみられない。 

同じくヨナラ水道西側のサンゴの被度である。前
後で大きな変化がみられない。 



 

  

 

 

  

 

 

 

2015 年 3 月の事後モニタリングでは、オニヒトデ
の観察数が少なく、個体が小型であったため、除去
の緊急性は低いと判断された。 

平成 21 年度の環境生態系保全対策事業から平成
26 年度の当事業に至るまで、オニヒトデの除去数
が減少していることがわかる。 

サンゴ礁保全は、「守るべき」「守りたい」海域を選
定し、除去数量に関わらず、継続して取り組むこと
が重要と考えている。 

活動の効果として、オニヒトデ数の抑制とサンゴ
被度の±10％内の増減を維持していることがあげ
られる。 

今後の課題として、生活排水や赤土流出等のサン
ゴ礁域へのダメージに係る取り組みを各分野で認
識していくことが重要と考えている。 


